坂 田の 場合 

_ I 「小 悪魔の 記 



てまち まち だ つ た。 

坂 田 は その 書斎に いて、 中 津敏子 を 待って いた。 I 

I 折 入って お 話 申したい ことが ございま すので、 今晚 

伺わせて 頂きます …… それほど 懇意で もない のに 押し 

つけが ましい 簡単な 文句の 速達便だった ので ある。 坂 

田 は それ を また 読み返し、 手に まるめよう としたが、 

こんど は 小さく 引裂いて 屑籠に 投げ こんだ。 そして 

ちょっと 微笑 を 浮べ かけた が、 それ は 憂欝な 表情のう 

ちに 溺れて しまい、 彼 は 眉 根 をよ せながら 煙草 をす い 

初めた。 

やがて 彼 は、 机の 奥から 小型の 厚い 帳簿 を 取 出して、 



に 白々 しすぎる もの だ つた。 

「仰 言つ てること は噓 です ご と 敏子は 云った。 「兄 は 

もう 救われ なくなつ てるの かも 知れません。 毎晚 のよ 

うにお 酒に 酔って 帰って きます。 それに、 あれです つ 

かリ 整理が ついた と 思って いました が、 まだ いくらか 

残って いたよう です し、 なおち よいちよ い 相場に も 手 

を 出して、 新たな 借金 もこ さえた ようです の。 そして 

この頃で は、 蠣殼町 へん をう ろ ついて 合 百と かいうよ 

うな もの を やって る 様子です の。 なんでも、 二三 円 あ 

れば 出来る ものと かきき ましたが …… そして、 そんな 

こと をす るの は、 乞食 も 同 K だそう です けれど 。」 



ると、 乳母 は ほっと 太い 息をついて、 それから、 手に 

も つ ている 小さな 風呂敷 包み を …… その 時まで あたし 

は 気に もとめて いませんで したが …… その 包み を 開き 

ました。 中 はまた、 新聞紙 包みに なって います。 その 

新聞紙 をと ると …… あら ッと あたし は 声 をた てました _ 

あたしの 着物 …… 大きな 赤い 牡丹の ついた、 友 禅 模様 

の 金紗の 袷です。 乳母 は それ を あたしの 膝の 上に おい 

て、 あやま るんで すの。 お 嬢 さまに 別れる のがつ らい 

から、 悪い ことと 知りながら、 このお 着物 を 盗んで 持つ 

て 帰りました。 お願い すれば 下さる こと は 分って いま 

したが、 なんだか 申しに くくって、 だまって 盗んで い 
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